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なが えい こ

病 院 の 理 念 

病院の基本方針 

・信頼される医療を持続的に提供します。 

・自治体病院としての役割と責任を担います。 

・経営の健全化と効率化に努めます。 

おもいやりの心がかよう病院 

第１９号 

市立室蘭総合病院 広報誌 

くじらんネット 

２０１１年７月

中国青島大学医学院附属病院からの研修生

永　　　英　子
　私は小さな田舎町で生まれ育ちました。小さいころから思い描いてい
た夢をかなえるため、当時の市立室蘭看護学院に学び看護師となりまし
た。結婚そして出産・子育てのために一度は退職を余儀なくされました
が、看護師としての仕事は捨てられず主人を説得して再度就職、以来、
周りの方々に支えられ今日まで続けて参りました。

　今、当院では様々な事業が展開され、看護局でも看護基準を満たすための人員増など多くの課
題があります。このため看護職には一人ひとりが病院事業への参画者だとの心構えを持つよう、
意識の変革を求めています。
　患者さんにより良い看護を提供するために看護職の継続教育や研修会への参加など日々研鑽を
重ねております。現在、教育を充実させるため体制
の見直しをしているところです。その一つとして、
今年から北大附属病院看護部との交流を持たせてい
ただけることになりました。教育や研修に関しての
ご助言をいただきながら進めて参ります。
　また、今年５月に中国から看護師研修生を受け入
れて交流を持たせていただきました。言葉の問題な
どもあって受け入れには不安がありましたが、満足
していただけたかと思います。看護局としても良い
学びになったと感じています。
　最後に、これからも「心」でも患者さんに満足し
ていただける看護を提供できるように、常に探究し
ながら看護体制の充実を進めて参ります。

「やさしい心」と「おもいやりの心」
　　　　　をもって看護を提供します

市立室蘭総合病院　看護局長
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　胃・腸疾患、肝・胆・膵疾患、さらに血液疾患な
どを担当しています。日本消化器病、消化器内視鏡
学会の認定施設に指定され、それぞれの専門医を中
心に診療にあたっています。充実した内視鏡機器を
備え、内視鏡技師を中心とした内視鏡室専属スタッ
フのサポートにより、最新の内視鏡検査・治療を行
っています。肝炎、肝癌などの肝臓疾患は肝臓学会
専門医を中心に診療を行う体制が整っています。ま
た外科的な治療が必要と判断される場合は、術前検
査を行って外科とのカンファレンスを行い、手術を
行った症例については臨床検査科（病理医）を交え
て検討するなどの連携を図っています。血液悪性腫
瘍に対しては無菌治療室を利用し、自家末梢血幹細
胞移植治療にも取り組んでいます。

近藤　哲夫

診療科の紹介

消化器内科

（１）ａ）急性心筋梗塞、狭心症、不整脈、心臓弁
膜症などの心臓病、ｂ）またこれら心臓病の原因に
なる動脈硬化をもたらす高血圧、脂質異常症（コレ
ステロール、中性脂肪）、糖尿病、肥満などの生活
習慣病（最近注目のメタボリックシンドローム）、
ｃ）さらに高血圧や糖尿病が長く続いた結果生じる
ことが多い慢性腎臓病（腎不全）等々に対し、急性
期の治療から日常生活で気をつけるべき食事や運動
療法など生活習慣の改善指導まで幅広く行っています。
（２）突然発症する心筋梗塞（胸が重苦しく締めつけられ、冷や
汗も出る感じ）に対しては２４時間いつでも速やかに心臓カテー
テル治療ができる体制を整えています。腎不全（尿毒症）に対し
ては血液透析（人工腎臓）、腹膜透析を行っています。
（３）急性心筋梗塞など急性心臓疾患では、発作発症の早期１時
間以内に急激に状態が悪化する頻度が高いことが知られています。
発作が改善しない時は１１９番通報し、救急車での受診を躊躇し
ない事が大切です。
　一方、狭心症や不整脈では発作から回復すると心電図も正常に
戻ってしまいます。受診時には発作がいつ、何をしている時、身
体のどこに、どういう症状がおこり、何分位続いたのかなどの情
報を我々医師に伝えることが大切です。

循環器内科

院　長
こんどう てつ お

金戸　宏行

主任副部長
かね と ひろゆき

清水　晴夫

副部長
し みず はる お

佐藤　修司

副部長
さ とう しゅうじ

中垣　　卓

医　長
なかがき すぐる

一色　裕之

医　長
いっしき ひろゆき

山本　　至

医　員
やまもと いたる

伊東　文子

医　員
い とう あや こ

矢島　秀教

医　員
や じま ひでたか

東海林哲郎

副院長
しょうじ てつろう

宮崎　義則

部　長
みやざき よしのり

福岡　将匡

人工透析担当部長
ふくおか まさただ

西里　仁男

科　長
にしさと きみ お

佐藤　孝宏

医　長
さ とう たかひろ

前田　卓人

医　長
まえ だ たく と

古堅　　真

医　長
ふるげん まこと
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　糖尿病および内分泌専門医として、また循環器内科医として以下のことに
留意し診療を行っています。
・食事・運動療法を基本とする。　
・必要性のない経口薬・注射薬・インスリンを処方しない。
・効果の少ない経口薬・注射薬・インスリンを過剰に、又長期間処方しない。
・個々の患者さんの特徴・病状に合った適切な経口薬・注射薬・インスリン
　を処方する。
・新薬を安易に処方しない。新薬への十分な理解および考慮のもと適応となる
　患者さんにのみ処方する。
・厳格な血糖コントロールを目指すと共に低血糖を可能なかぎり回避する。
・糖尿病の合併症である細小血管合併症(網膜症・腎症・神経症)や大血管症
　(心筋梗塞・脳卒中・末梢動脈疾患)の発症・進行を早期に診断し治療を開始する。
・細小・大血管症の合併予防の為に高血圧・高コレステロール血症の治療を積極的に行う。
・内分泌疾患に伴う糖尿病・高血圧を正確に診断し治療を行う。
・血管症の他、糖尿病で頻度の多い感染症・癌・骨折の診断・治療の為に他科専門医と連携する。
・患者さんに糖尿病という病気への理解・関心を深めてもらう(糖尿病教室開催中)。

糖尿病内科

　肺炎、間質性肺炎（肺線維症）、気管支喘息、慢
性閉塞性肺疾患（肺気腫）、じん肺、呼吸不全、肺
腫瘍、肺癌、肺結核などの病気の診断・治療を担当
しています。健康診断などで胸部Ｘ線写真に異常を
発見された方の精査も行なっています。なるべく短
期間で苦痛の少ない検査によって治療方針を決定す
るよう心掛けております。検査や治療は可能な限り
外来で進めてまいります。
　また最新の超音波気管支内視鏡や局所麻酔下に行
なう胸腔鏡などを導入し、ハイレベルな診療を行え
るよう、スタッフ一同、日々努力しております。

呼吸器内科

　食道から肛門までの消化器全般と甲状腺、乳腺を
扱っています。外科学会、消化器外科学会、大腸肛
門病学会の指定施設、乳癌学会の関連施設になって
います。消化器疾患では、腹腔鏡下の手術を積極的
に取り入れ、胃全摘術、直腸切断術も鏡視下で可能
となっています。また乳癌ではできる限り乳房を温
存する手術を行っています。腋窩リンパ節転移の有
無を知るため小型ガンマ線検出装置を用い、無駄に
腋窩リンパ節郭清をしない工夫をしています。この
術式は術後の浮腫や腋窩の違和感を防ぐことができ、
患者さんにとって有用な術式です。
　また、最近のトピックスとして痔核に対し、ジオ
ン注射療法を行っています。この方法はジオンと呼
ばれる注射液を痔核に注射することで痔核を硬化
（かためる）させる方法で手術と違い術後の痛みは
殆どありません。一泊入院で帰れますので患者さん
にとっては非常に有益です。是非ご相談下さい。

外　科

宮崎　義則

部　長
みやざき よしのり

澁谷　　均

副院長
しぶ や ひとし

佐々木賢一

副部長
さ　さ　き けんいち

永山　　稔

科　長
ながやま みのる

植木　知身

医　長
うえ き とも み

宇野　智子

医　長
う　の さと こ

澤田　　格

主任医長
さわ だ かく

多屋　哲也

医　長
た　や てつ や

角　　俊行

医　員
すみ としゆき
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　本年度も５人体制で診療に当たっていま
す。専門領域は脊椎・肩関節・膝関節・足
の外科に加えてスポーツ専門の診療も加わ
りました。もちろんその他の股関節・肘関
節・手の外科もカバー、外傷一般・リウマ
チにも対応しています。
　鏡視下の手術に関しても肩・肘・手・
（股）・膝・足の各関節の手術を行ってい
ます。
　今年も引き続き札幌医
大の肩関節の専門外来も
診療を行っています。ま
た、毎月第３火曜日にコ
ンサドーレ札幌のチーム
ドクターである中野先生
によるスポーツ専門外来
も、引き続き診療を行っ
ています。

整形外科
　心臓、大血管、末梢血管な
どの循環器系の病気を診断し
治療しています。
　心臓や大血管の手術に際し
ては、札幌医大より専門の応
援の医師を呼んで万全の体制
で手術に臨んでいます。

心臓血管外科

　脳神経外科では、脳卒中診療（脳梗塞超急性期治
療であるｔーＰＡ静注療法に２４時間体制で対応）
をはじめ、交通事故・不慮の事故などによる頭部外
傷や脊髄損傷、さらには脊髄・脊髄疾患（頸椎症・
頸椎椎間板ヘルニア・頸椎後縦靱帯骨化症・腰椎椎
間板ヘルニア・腰部脊柱管狭窄症・腰椎すべり症、
脊髄脊椎腫瘍など）の診断治療、その他の末梢神経
の外科に積極的に取り組んでいます。ＭＲＩ（磁気
共鳴断層装置）、ＣＴ（コンピューター断層撮影装置）、ＤＳＡ（血管Ｘ線撮影装置）など、
最新の医療機器により脳、脊髄の診断を行い、特に脳卒中の予防に力を入れています。近年、
治療可能な認知症といわれる特発性正常圧水頭症に対しても、積極的に鑑別診断、治療を行
っています。「手足のしびれや痛み」はよく感じる症状ですが、その原因として、脳疾患、
脊椎脊髄疾患や末梢神経疾患があります。すなわち、神経系全体にわたる原因が考えられま
す。このため脳神経外科では、神経系全体（脳から手足の先端まで）を診察、検査してその
原因を診断、治療する目的で『脳神経外科－しびれ・痛み外来』を設けました。手足のしび
れ、痛みでお悩みの方は、一度脳神経外科を受診されることをおすすめします。

脳神経外科

　現在産婦人科では婦人科の外来診療のみを行っています。
　子宮筋腫や卵巣のう腫などの通院治療・経過観察、子宮がん検
診、妊娠の判断、月経不順や更年期障害の治療、性感染症など、
一般的な外来診療は従来通りに行っています。生理の異常、おり
ものの異常、不正出血、下腹部痛などの症状がなくても婦人科の
病気がかくれていることがあります。子宮頸がんはがん検診を受
けていただくことで早期発見・早期治療できる病気です。初期の
がんであれば子宮を温存し妊娠出産することも可能です。20歳以
上の方は特に症状がなくても２年に１回は子宮がん検診を受診されることをお勧めします。
　分娩を希望される妊婦さんや入院・手術が必要な患者さんについては日鋼記念病院や製鉄
記念室蘭病院等と提携しておりますので、責任を持ってご紹介させていただきます。
　診療日は水曜と木曜の午前中です。前日までに電話などでご予約ください。

産婦人科

山下　暁立

医　長
やました あきたつ

荻野　元子

科　長
おぎ の もと こ

太田　雄子

科　長
おお た ゆう こ

神谷　智昭

医　長
かみ や ともあき

芝山　雄二

医　長
しばやま ゆう じ

水島　衣美

医　員
みずじま え　み　　　

大山　浩史

主任副部長
おおやま ひろ し

小浜　郁秀

副部長
こ はま いくひで

鵜飼　　亮

医　長
う かい りょう

石川　一郎

副医局長
いしかわ いちろう

石井　圭史

科　長
いし い けい じ



－ 5 －

　白内障や緑内障、網膜硝子体疾患をはじ
めとする眼科疾患全般について診療してい
ます。平成２３年度より常勤医が増員とな
り３人体制となりました。また、札幌医科
大学付属病院との迅速な診療連携を行って
おり眼科専門外来の医師（教授、准教授）
による網膜硝子体、緑内障、神経眼科領域
疾患の専門特殊外来も設けております。

眼　科

　熱傷、顔面外傷、皮膚腫瘍、陥入爪、腋
臭症、悪性腫瘍切除後の皮膚欠損や変形、
褥瘡や難治性潰瘍など、形成外科領域全般
を扱っています。また、レーザー治療も行
っており、異所性蒙古斑、扁平母斑、太田
母斑、外傷性刺青、血管腫などの赤あざな
どは保険診療で、老人性色素斑などのしみ、
刺青に対しては保険外診療で行っています。
さらに月に一度、札幌医科大学の四ッ柳高
敏教授による専門外来を設けており、唇裂、
口蓋裂、小耳症などの体表先天異常を中心
に診察、治療
を行っていま
す。また、最
近は眼瞼下垂
症に対する手
術も増加し、
力を入れて行
っています。

形成外科

　すべての耳鼻いんこう科疾患の診断と治
療に対応しており、特に朝倉院長補佐は再
建を含めた頭頸部外科のスペシャリストで、
アレルギー学
会指導医です。
　本間副部長
は聴覚前庭領
域、病巣性扁
桃炎に関する
幅広い知識と
経験を有して
います。

耳鼻いんこう科

　精神科は、
入院病床数115
床、外来は午
前中３診体制
で、統合失調
症やうつ病、
不安障害など
の精神疾患全
般に対する診
療を行ってい
ます。特に総
合病院の精神
科として、精
神科救急医療
や身体合併症
をもつ精神疾
患患者さんの
治療に積極的に取り組んでい
ます。また一方で、臨床心理
士・作業療法士・精神保健福
祉士などのコメディカルの充
実を図り、デイケア・作業療
法・訪問看護などの精神科リ
ハビリテーションを積極的に
展開し、患者さんの社会復帰
の促進にも力を入れています。

精神科

　腎盂腎炎、膀胱炎、前立腺炎、尿道炎、性感染
症、腎・尿管・膀胱の結石、腎・尿管・膀胱・前
立腺・精巣の癌、前立腺肥大症、神経因性膀胱、
尿失禁、男性不妊症、勃起不全などの疾患を主に
扱っています。尿が出づらい、尿がもれる、尿を
する時に痛みがある、尿が近いなどの症状があり
ましたら受診してください。

泌尿器科

加藤　隆一

副部長
か とう りゅういち

前鼻　健志

医　長
まえはな たけ し

宮尾　則臣

医局長
みや お のりおみ

北川　　寛

医　員
きたがわ かん

三宅　高文

医　長
み やけ たかふみ

上川　康友

医　員
かみかわ こうすけ

高田　秀樹

主任科長
たか だ ひで き

三上　敦大

科　長
み かみ のぶひろ

伊藤　　格

医　員
い とう かく

朝倉　光司

院長補佐
あさくら こう じ

本間　　朝

副部長
ほん ま とも

伊藤　洋樹

科　長
い とう ひろ き

菅原　敦史

医　長
すがわら あつ し

須貝明日香

医　員
す がい あ　す　か

石崎　力久

主任医長
いしざき よしひさ
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　放射線治療
はＣＴで正確な
位置決めを行
い、断層画像ご
とに線量計算し
ます。放射線治
療装置はＸ線が
２つ、電子線が
５つの計７種類の放射線を出すことができま
す。病巣の深さに対して最適な放射線を選ぶ
ことで副作用の少ない治療ができます。画像
診断は放射線科専門医がＣＴ、ＭＲＩ、核医
学と幅広く行っています。

放射線科

　「安全な麻酔」をモットーに
年間２，０００例以上の麻酔管
理を手術室で行っています。ま
た集中治療室（ＩＣＵ）や救急
診察室では、重症患者さんの
治療に積極的に参加していま
す。

麻酔科

　患者の痛みや・しびれの症状をペインクリ
ニック（麻酔科）、脳神経外科、神経内科の医
師グループによって総合的に診察し、それぞ
れの専門医が治療にあたるという全国でも
まれなチーム医
療を実践する痛
み・しびれの総
合外来です。治
療はそれぞれの
分野の専門医・
学会認定医が行
います。

麻酔科（ペインクリニック）外来

　リハビリテーションは、理学
療法士（ＰＴ）・作業療法士（Ｏ
Ｔ）・言語聴覚士（ＳＴ）の３
職種により機能しており、患者
さんにリハビリテーションサー
ビスを提供しています。
　ＰＴは起きる・座る・歩く
などの基本動作訓練を主に行
います。ＯＴは食事動作・更衣動作・トイレ
動作など、日常生活動作訓練を主に行います。
ＳＴは摂食・嚥下訓練や失語症などの患者
さんに対して訓練を行います。
　私たちＰＴ・ＯＴ・ＳＴは医師・看護師・ソ
ーシャルワーカーなどの他職種とも連携を図
り、患者さんの状態に合わせてチームを組み、
より良いサービスを提供していきます。

リハビリテーション科
　血液・尿・喀痰・体腔液・組織などを検
査する検体検査部門と、心電図・脳波・超
音波検査などを行う生体検査部門がありま
す。
　緊急検査、診療前検査、時間外緊急検査に
も対応し、人間ドックや検診、そしてメタボリ
ックシンドロームなどの診断も支えます。
　病理専門医が常勤し、病理組織診断や手
術中迅速病理診断、更には細胞学的診断に
も対応していま
す。又、当科には
臨床検査技師、
臨床工学技士、
視能訓練士が所
属し院内感染対
策や栄養サポー
トなどのチーム
の一員としても
活動しています。

臨床検査科

　平成２３年２月１４日より海岸町に室蘭市
立の診療所として開院いたしました。　ＣＴ
装置を備え総合的に内科診療を行っており、
必要に応じて近隣の医療機関での検査、各
診療科への診察を依頼し連
携をはかっています。
　一般健診、企業健診、船員
健診、予防接種なども行って
おり、スタッフ一同地域の皆
様の健康管理にも取り組ん
でいます。お気軽にご相談下
さい。
お待ちしております。

市立室蘭みなと診療所

千賀　孝治

みなと診療所長
せん が こう じ

今　信一郎

副院長
こん しんいちろう

小西　康宏

科　長
こ にし やすひろ

吉田　　悟

画像診断担当部長
よし だ さとる

石川　一郎

副医局長
いしかわ いちろう

志藤　光男

部　長
し どう みつ お

伊藤　知哉

医　員
いと う とも や

下舘　勇樹

部　長
しもだて ゆう き

土屋　滋雄

医　長
つち や しげ お

西川　幸喜

集中治療室担当部長
にしかわ こう き

土肥　修司

事業管理者
ど　ひ しゅうじ

今　　久子

診療部長
こん ひさ こ
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シリーズ 健康講座

《外  科》 
大腸癌（その５） 
「大腸癌の発生部位と
　　　　　　治療法・予後」

シリーズ 健康講座シリーズ 健康講座シリーズ 健康講座シリーズ 健康講座
第19回 

副院長（外科部長）  澁 谷   均  
しぶ や ひとし 

　大腸癌の好発部位はＳ状結腸から直腸です。この部位に約６０％の癌ができます。また最近では

右側の大腸癌の増加が見られておりその比率は約３０％です。大腸癌でも早期のもので隆起性のも

のであれば内科で内視鏡的切除が可能ですが、進行したものでは手術をしなくてはなりません。手

術方法は基本的に癌の発生した部位の腸管と支配動脈領域のリンパ節を郭清します。例えば右側の

上行結腸癌では右半結腸切除、またＳ状結腸癌ではＳ状結

腸切除を行うことになります。

　問題となるのは直腸にできた癌の場合です。直腸の癌発

生率は約２０％です。わかりやすく言えば大腸癌の約２０

％は直腸にできることになります。肛門から指を入れてす

ぐ癌を触れるようなものでは人工肛門を造設せざるを得な

い場合があります。正確には肛門縁から４㎝－６㎝以上離

れていなければ肛門を残す手術はできません。無理に肛門

を温存した場合は癌の遺残の確率が高くなり、再発の危険性が増し

ます。

　大腸癌の生存率は胃癌に比べて良好とされています。当院での大

腸癌の５年生存率は７１．９％で、胃癌の６７．５％よりは幾分良い

結果でした。大腸癌の死亡原因で一番問題となるのは肝転移です。大

腸癌の癌細胞は門脈から直接肝臓に入り転移を起こします。特にリ

ンパ節転移のある患者さんでは転移の危険性が増し、術後厳重な経

過観察が必要です。

　大腸癌は近年増加傾向にあります。年に１度で良いですから健康

診断を受けましょう。

　次回は人工肛門のお話をします。
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「災害拠点病院として」
麻酔科部長  下　舘　勇　樹

しも だて ゆう き

　本年３月１１日に発生した東日本大震災には、自然災害の恐ろしさを私たち日本人全員があらた

めて思い知らされました。災害は決して他人事ではなく、いつどこで起きても不思議はないのです。

ここでは、当院がどのような姿勢で災害に取り組んでいるかをご紹介します。

　当院は２００８年２月に北海道から災害拠点病院の指定を受けました。これは地震や大事故など

の災害が発生した際に、地域医療のリーダー的な役割を担う病院であることを意味します。その役

割は大きく分けて２つあり、ひとつは他地域の災害時に医療支援を行うこと、もうひとつは西胆振

での災害時に、当院が地域医療の拠点となること

です。この役割を全うするために、当院では様々

な体制作りを進めています。２００９年６月には、

災害現場での医療を行うための特別な研修を受

けたＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）を発足させ、

現在は１１名の正式な日本ＤＭＡＴ隊員が当院

に所属しています。今回の大震災でも、当院は地

震発生後ただちにＤＭＡＴ派遣を決定し、その日

のうちに７名の隊員が千歳基地に出発しました。

千歳では４名の被災患者さんを岩手県から北海

道に受け入れる任務に携わっています。この時病

院では、待機した隊員が中心になって診療や手術、

集中治療などの準備が行われ、被災患者さんの緊急搬入に備えました。ＤＭＡＴの活動終了後も、当

院では災害支援ナース２名および医療救護班５名を被災地に派遣するなどし、医療支援を続けてい

ます。

　もうひとつの役割である、「西胆振での災害時

の医療拠点」に関しては、一昨年と昨年に大規模

な災害訓練を実施しており、一度に多数の患者さ

んが病院へ搬送された場合の対応を職員全員が

考える場としました。今年も９月に訓練を実施す

る計画で、担当スタッフが現在準備を進めていま

す。

　これからも当院では、万一の際にも地域の方々

へ最善の医療を提供できるように努力を続けて

いきたいと考えています。

千歳基地待機中の当院ＤＭＡＴ隊員

昨年の災害訓練の様子



－ 9 －

小　浜　郁　秀

　通常の治療に抵抗する慢性の痛みに用いる治療法のひとつで、脊髄の硬膜外腔に電極（リー

ド）を挿入し電気刺激することで痛みを和らげようとするものです。全ての痛みに有効なわけ

ではなく、効果が期待できる痛みは限られています。また、埋め込み術後はMRI 検査が受けられ

ないなどの不利益もあるので、慎重に選択しなければならない治療法でもあります。

　脊髄神経を刺激して痛みを軽減するという試みは、決して新しいものではなく、北米では

1960 年代から広く試みられ、日本でも 1970 年代から臨床応用が検討され、1992 年に保険医療

の適用となりました。現在、海外では毎年 2万人に行われていますが、国内では認知度が低く累

積で 5千人にとどまっています。しかし、近年、どのような痛みに効果があるのかわかってきた

ため、対象をきちんと選択して行うようになりました。その結果、有効率も高く報告されるよう

になってきました。また、機器の進歩により、局所麻酔のみでより侵襲の少ない方法で行えるよ

うになりました。

「SCS：慢性難治性疼痛のある
　以下のような患者さんへの朗報」

①　神経障害性疼痛である

　　（知覚低下または異常知覚を認め、同部位に痛みを慢

　　性に伴う）

②　慢性（６ヶ月以上継続する）で、難知性（薬剤で十分な

　　除痛が図れない）の痛みである

③　痛みの部位が比較的限局している（両側でも対応可能）

④　適応となる痛み

　・脊椎、脊髄疾患による頚部、肩、上肢、腰、下肢の痛み

　・脊椎、脊髄手術後に再燃した痛み

　・脳卒中後の痛み（顔面以外）

　・末梢血管障害（ＡＳＯ、バージャー病、糖尿病性障害など）

　・原因とは不釣合いな激しい持続痛

　・その他の薬剤抵抗性疼痛など

　以上のような痛みに脊髄電気刺激療法（ＳＣＳ）のテストを

施行し、ご希望によりシステムの埋め込みを行っています。

　適応に関してご判断が難しい時はご相談ください。

◆ 脊髄電気刺激療法（SCS)とは

脳神経外科副部長  
こ はま いく ひで
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市立室蘭総合病院の東日本大震災への対応

　平成２３年３月１１日１４時４６分　大きな地震が、東北・関東を襲いました。

　それに続いた巨大な津波、火災、原子力発電所の事故などによって、多くの人々が命を奪われ、

家族を、住む場所を、働く場所を失いました。

　被災された皆様に謹んでお見舞いを申しあげます。

　私たちは地震の直後ただちに「今、私たちにできるすべてを被災地の人々のために」を合言葉

に、被災地の応援体制に入りました。

　当院の東日本大震災への取り組みをご紹介いたします。

●３月１１日ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）が出動しました
　東北地方太平洋沖地震発生にともない、市立室蘭総合病院ＤＭ

ＡＴは３月１１日深夜に病院を出発しました。千歳基地では、北

海道の各ＤＭＡＴと協力しあって、広域搬送拠点臨時医療施設

（ＳＣＵ＝Staging Care Unit）の運営にあたりました（千歳基地参

集は約１４チーム）。

●３月２５日災害支援ナース２名が出発しました
　看護師２名が災害支援ナースとしてそれぞれ宮城県・岩手県に派遣され、５日間の看護支援を

行いました。

●４月１４日医療救護班を宮城県気仙沼市へ派遣しました
　道からの要請により、東海林哲郎

副院長と看護師２名、薬剤師１名、

事務員１名により編成された医療救

護班を４月１４日より宮城県気仙沼

市へ派遣しました。現地では約１週

間医療活動を行いました。

●６月３日「心のケアチーム」を宮城県気仙沼市へ派遣しました
　道からの要請により、三上敦大精神科医師と看護師１名、精神

保健福祉士１名、臨床心理士１名により編成された「心のケアチ

ーム」を６月３日より宮城県気仙沼市へ派遣しました。現地では

約１週間、被災者の心のケアにあたりました。

市立室蘭総合病院 広報委員会 

〒

室蘭市山手町3丁目8番1号 
事務局総務課 
（ ） （ ）

 

《ご協力ありがとうございました》
　３月１８日より当院に設置した

東日本大震災義援金募金箱には

６月３０日現在で、３４０，１４９円

の募金が集まり、日本赤十字社へ

お届けしました。ご協力本当にあ

りがとうございました。 
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